
 

 

司会：横道 哲夫 ＳＡＡ委員 

  

 

【開会点鐘】     小林 康久 会長 

 

【ロータリーソング】 
 

『我等の生業』 
 

ソングリーダー：伊東 勝己 会員 

 

【お客様紹介】       小林 康久 会長 
 

稲田  美織 様（写真家／卓話講師） 

阿部  治男 様 

喜田圭一郎 様 

山中ニーナ 様 

岩田  敏雄 様（東京小平ＲＣ） 

 

【会長の時間】    小林 康久 会長 
 

昨今の少年犯罪の多発に伴い、クラブ 

目標に青少年奉仕育成を重点に掲げて 

おります。その中で青少年犯罪防止の 

一環として、親による虐待等で安全に暮らすことが

出来ない子供や、いじめにあい登校拒否を続ける子

供達、そんな子供達を救う、社会福祉法人カリヨン

子どもセンターと言う団体があります。この中には

「子どもシェルター・自立援助ホーム」があますが、

この様な子ども達の支援を行うと取り組んでおりま

す。その進捗状況を簡単に報告いたします。なお、

これには実行委員会を結成して小泉青少年実行委員

長が率先して取り組んで頂いておりますが、本日小

泉委員長都合により休みを頂いておりますので詳細

は後日報告して頂きます。 

・先ず資金の件ですが、鈴木財団委員長を始め当ク

ラブから出向されている矢野委員の努力によりロ

ータリー財団地区補助金（DG）より申請通りの

5.945.47＄（701.566円）が決まり、実行が９月末

日となりました。 

・12月14日にＬホールで社会福祉法人・カリヨン子

どもセンター・理事長であります坪井弁護士の講

和を19：00より、行われることになりました。 

例会は18：30に開催いたします。 

・当日は水野ガバナーも参加されますので各クラブ

の方々も多数参加されると思います。 

 
 

【幹事報告】     髙良 茂 幹事 
 

９月７日(月) カリヨン 

子どもセンターＰＪ会議 

９月８日(火) 社会を明るくする運動 

９月９日(水) Ｒ財団地区補助金委員会 

９月10日(木) 第２回 カンボジアＰＪ全体会議 

 

【委員会報告】 

◆出席委員会／出席報告    

角田 桂司 出席委員 

 

会員数４３名    免除５名  有効会員数３８名 

出席者            ２５名 

メークアップ済      ３名 

計    ２８名  出席率７４％ 

前々回７９％を８２％に訂正 

 

◆親睦活動委員会  

佐藤 喜義 親睦活動委員長 

 

 

◆国際奉仕委員会  

本多 幸雄 国際奉仕委員長 

11月にプノンペンにて教育資材贈呈 

式があります。ご参加頂ける方は事 

務局までお願いします。 

 

◆米山記念奨学委員会  

矢野 智則 米山記念奨学委員長 

10月から、米山特別寄付金集めたい 

と思います。ご協力宜しくお願い致 

します。 
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ロータリアンとしての意識向上と奉仕の原点回帰次

年度創立25周年を迎える体制づくり



 

 【卓話】 
 

講師紹介： 

鈴木 義明 プログラム委員長  

 

講師：稲田美織 様（写真家） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・謝辞             小林 康久 会長

 

 
  

 
 
 
 
 
【閉会点鐘】             小林 康久 会長 
 

 

東京武蔵国分寺ロータリークラブ

【ニコニコボックス】    

小川 義幸 親睦活動委員 
 

小林康久 会長・髙良 茂 幹事 

稲田美織様、お忙しい中お越し頂きありがとう

ございます。卓話楽しみにしております。 

鈴木 義明 会長 

本日は稲田先生には大変お忙しい中、お越し下

さいましてありがとうございます。全員一同楽

しみにしておりました。 

 

※ ニコニコ大賞：松田 博 会員 

例会入口で親睦委員長の佐藤さんと目が合って

しまったのでニコニコします。親ロータリーで

は会員が着々と増えている様です。私達も頑張

りましょう。 
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稲田美織 プロフィール 

1991 年から NY で写真家として活動し、 

2001 年、NY 同時多発テロをマンハッタン 

の自宅で目撃して以来、それぞれの祈りの聖 

地を訪れ、イスラエル、パレスチナ、ネイティブインディ

アンの地、メキシコ、ギリシャ、ウクライナ、フランス、

アンコールワット、雲南省チベット寺院など、世界中で撮

影を続けている。2005 年から、導かれるように「伊勢神

宮」の式年遷宮の撮影を開始し、ライフワークにしている。

撮りためた聖地の写真を日本、ニューヨークをはじめ、モ

ナコ、イスラエル、ヨーロッパなどの美術館、ギャラリー

で展示、世界中で講演会や様々な媒体に出演、出版などを

発表している。2015 年神道文化功労賞を受賞。 
 
展覧会：●ハーバード大学フォトグラフィーコレクション●MOMA

●国連●イスラエルミュージアム●東京国立博物館●コロンビア大

学●ブルックリン植物園●ヒルラーアートスペース・ワシントン

DC●モナコ・日本庭園●NY 工科大学●NJ 工科大学●ロックフェ

ラーセンター●東京農大・食と農のミュージアム●ウクライナ大使

館●ロンドン・チェルシー オールドタウンハウス●銀座シャネル

ビル・ベージュ●クラブ関東●ポーランド大使館●上海・森ビル●

蘇州・礼耕堂●TOKO ギャラリー・パリ 
 

著書：「聖地へ 神々の大地に祈る」「水と森の聖地、伊勢神宮」小学

館「伊勢神宮、水のいのち、稲のいのち、木のいのち」亜紀書房「奇

跡に出逢える世界の聖地」小学館 

コレクション：●ハーバード大学フォグミュージアム●MOMA●在

日ウクライナ大使館●フェデリテイ投資バンクなど 
 

TV・新聞・雑誌：ワシントンポスト・NHK「にっぽん巡礼」・日本

テレビ「NEWS ZERO」・TBS「佐々木蔵之介・うまし旅」、BS 朝

日「エコの作法」、ラジオ深夜便・TBS 系竹村健一番組・読売新聞・

VOGUE・HERS・クロワッサンプレミアム・伊勢神宮「瑞垣」、「神

宮」など 

「ロータリークラブ定款 第 5 条 五大奉仕部門」より
ロータリーの五大奉仕部門は、ロータリー・クラブの活動の哲学
的および実際的な規準である。 
1. 奉仕の第一部門であるクラブ奉仕は、本クラブの機能を充実さ
せるために、クラブ内で会員が取るべき行動に関わるものである。
2. 奉仕の第二部門である職業奉仕は、事業および専門職務の道徳
的水準を高め、品位ある業務はすべて尊重されるべきであるとい
う認識を深め、あらゆる職業に携わる中で奉仕の理想を生かして
いくという目的を持つものである。会員の役割には、ロータリー
の理念に従って自分自身を律し、事業を行うことが含まれる。 
3. 奉仕の第三部門である社会奉仕は、クラブの所在地域または行
政区域内に居住する人々の生活の質を高めるために、時には他と
協力しながら、会員が行うさまざまな取り組みから成るものであ
る。 
4. 奉仕の第四部門である国際奉仕は、書物などを読むことや通信
を通じて、さらには、他国の人々を助けることを目的としたクラ
ブのあらゆる活動やプロジェクトに協力することを通じて、他国
の人々とその文化や慣習、功績、願い、問題に対する認識を培う
ことによって、国際理解、親善、平和を推進するために、会員が
行う活動から成 るものである。 
5. 奉仕の第五部門である青少年奉仕は、指導力養成活動、社会奉
仕プロジェクトおよび国際奉仕プロジェクトへの参加、世界平和
と異文化の理解を深め育む交換プログラムを通じて、青少年なら
びに若者によって、好ましい変化がもたらされることを認識する
ものである。 

 


